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●特　　　集：泌尿器科診療の核となるか？—核医学アップデート
企画にあたって  絹　谷　清　剛
【総論】

核医学治療とは？  赤　谷　憲　一
特別措置病室って何？  高　野　祥　子
【褐色細胞腫】

褐色細胞腫・パラガングリオーマに対する 131I-MIBG治療  若　林　大　志
難治性褐色細胞腫・パラガングリオーマに対する 
α線放出核種 211At-MABGを用いた新規内用療法の開発  志　賀　　　哲

【前立腺癌】
223Raは再び主役となりうるか 
̶ALSYMPCAから PEACE-3，そしてリアルワールドエビデンスへ  加　藤　琢　磨

68Ga-PSMA PET／CTが切り拓く前立腺癌診療の新たなパラダイムシフト 
 中　本　裕　士
去勢抵抗性前立腺癌に対する 177Lu-PSMA治療  上　村　博　司
前立腺神経内分泌分化に対するオクトレオスキャンおよび 
177Lu-DOTATATE（PRRT）の臨床的意義  岩 本 大 旭・他

【開発中の診断・治療薬】
18F標識 PSMA-PETの現状と今後の展望  渡　部　直　史
211At-PSMAおよび 225Ac-PSMA治療の現状と展望  八 木 沼 恵・他

＊都合により掲載論文が変更される場合があります．

■次号予告■

©
IG

AK
U

-S
H

O
IN

 L
td

, 2
02

6

2026/09/26 17:06:22


